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―
―
会
社
設
立
の
狙
い
に

つ
い
て
。

　
近
藤
　
自
然
災
害
が
多
発

す
る
昨
今
は
、
リ
ス
ク
に
応

じ
た
十
分
な
財
務
基
盤
を
保

有
す
る
こ
と
で
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
信
頼
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ

し
て
そ
の
実
現
の
た
め
に

は
、
顧
客
や
不
動
産
業
界
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
開
発
し
て
い
く
こ

と
が
極
め
て
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
今
般
の
当
社
の
設

立
に
よ
り
、
宅
建
フ
ァ
ミ
リ

ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
子

会
社
２
社
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー

効
果
を
発
揮
し
、
よ
り
良
い

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
す
。

　
―
―
社
長
就
任
に
際
し
て

の
抱
負
を
。

　
近
藤
　
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
い
る
。
私
自
身
は
損

保
業
界
に
36
年
間
在
籍
し
、

直
近
は
宅
建
フ
ァ
ミ
リ
ー
共

済
の
営
業
部
担
当
部
長
を
務

め
て
い
た
が
、
そ
の
中
で

〝
傾
聴
〟
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
、
「
人
の
話
を
親

身
に
な
っ
て
聞
く
」
こ
と
を

教
訓
に
し
て
き
た
。
新
会
社

の
経
営
に
も
生
か
し
て
い
き

た
い
。

　
―
―
少
額
短
期
保
険
業
界

の
現
状
認
識
に
つ
い
て
。

　
近
藤
　
業
界
全
体
で
は
事

業
者
数
、
保
有
契
約
件
数
、

収
入
保
険
料
が
年
々
拡
大
し

て
い
る
。
当
社
が
取
り
扱
う

家
財
分
野
に
関
し
て
も
顧
客

ニ
ー
ズ
は
高
い
と
感
じ
て
い

る
。
し
か
し
、
も
っ
と
多
く

の
顧
客
に
広
く
認
知
し
て
も

ら
い
、
さ
ら
に
信
頼
を
高
め

て
い
く
必
要
性
も
感
じ
て
い

る
。
当
社
は
宅
建
フ
ァ
ミ
リ

ー
グ
ル
ー
プ
の
「
顧
客
本
位

の
業
務
運
営
方
針
」
に
の
っ

と
っ
て
事
業
を
運
営
し
て
い

く
。

　
―
―
取
扱
商
品
に
つ
い

て
。

　
近
藤
　
宅
建
フ
ァ
ミ
リ
ー

グ
ル
ー
プ
は
宅
建
協
会
の
会

員
向
け
業
務
支
援
を
目
的
に

設
立
し
た
経
緯
が
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
宅
建
フ
ァ
ミ
リ

ー
共
済
と
同
様
に
家
財
保
険

を
販
売
す
る
。
今
後
は
顧
客

や
不
動
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
適
宜
商
品
開
発
を
行

っ
て
い
く
予
定
だ
。

　
―
―
宅
建
フ
ァ
ミ
リ
ー
共

済
と
の
す
み
分
け
は
。

　
近
藤
　
近
い
将
来
、
当
社

は
西
日
本
に
本
社
機
能
を
移

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
近

い
う
ち
に
福
岡
県
に
営
業
所

を
設
置
す
る
予
定
だ
。
い
ず

れ
は
宅
建
フ
ァ
ミ
リ
ー
共
済

が
東
日
本
、
当
社
が
西
日
本

を
カ
バ
ー
し
、
地
域
特
性
に

合
わ
せ
た
き
め
細
か
い
組
織

体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

　
―
―
近
年
は
自
然
災
害
が

多
発
し
て
お
り
、
全
国
各
地

で
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る

が
。

　
近
藤
　
２
０
１
８
年
は
西

日
本
豪
雨
や
大
阪
北
部
地
震

な
ど
、
19
年
は
台
風
15
号
や

19
号
な
ど
、
そ
し
て
今
年
７

月
に
は
九
州
を
中
心
に
豪
雨

が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
大
規
模
な
被
害
を
も
た

ら
す
自
然
災
害
は
毎
年
の
よ

う
に
発
生
し
て
お
り
、
宅
建

フ
ァ
ミ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
は
こ

う
し
た
自
然
災
害
が
常
態
化

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

当
社
も
自
然
災
害
が
発
生
し

た
際
に
は
、
迅
速
な
保
険
金

支
払
い
を
通
じ
て
顧
客
の
信

頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
全
力

で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
責

務
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
は
。

　
近
藤
　
宅
建
フ
ァ
ミ
リ
ー

グ
ル
ー
プ
は
09
年
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
際
に
活
用

し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
ベ
ー
ス
に
、

在
宅
勤
務
体
制
な
ど
を
整
え

て
営
業
を
行
っ
て
い
た
。
一

方
、
当
社
は
ま
だ
営
業
開
始

前
だ
っ
た
た
め
、
事
業
推
進

上
の
大
き
な
影
響
は
な
く
、

当
社
の
事
務
所
を
グ
ル
ー
プ

内
で
感
染
者
が
出
た
場
合
の

代
替
拠
点
と
し
て
い
た
。

　
―
―
本
年
度
の
事
業
計
画

は
。

　
近
藤
　
本
年
度
は
当
社
が

継
続
的
に
成
長
し
て
い
く
た

め
の
足
元
を
固
め
る
取
り
組

み
に
注
力
す
る
。
西
日
本
で

営
業
を
展
開
す
る
た
め
の
営

業
所
設
置
に
加
え
、
人
材
採

用
も
強
化
し
て
い
く
予
定

だ
。

　
―
―
今
後
の
展
望
を
。

　
近
藤
　
単
に
宅
建
フ
ァ
ミ

リ
ー
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
が

２
社
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
宅
建
フ
ァ
ミ
リ

ー
共
済
と
協
調
し
て
３
倍
、

４
倍
の
力
を
発
揮
し
、
宅
建

フ
ァ
ミ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
の
経

営
計
画
の
達
成
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
。

　
三
井
住
友
海
上
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
生
命
は

７
月
13
日
、
「
社
会

貢
献
特
約
」
に
お
け

る
指
定
公
益
団
体
と

し
て
、
（
公
財
）
京

都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

研
究
財
団
を
追
加
す

る
と
発
表
し
た
。

　
同
特
約
は
、
保
険

金
等
受
取
人
に
公
益

団
体
を
指
定
で
き
る

と
い
う
も
の
で
、

「
資
産
を
寄
付
す
る

こ
と
で
社
会
の
た
め

に
役
立
て
た
い
」
等

の
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
三
井
住
友
銀
行
と
共

同
で
業
界
に
先
駆
け
て
（
２

０
２
０
年
６
月
末
現
在
、
三

井
住
友
海
上
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

生
命
調
べ
）
開
発
し
、
19
年

９
月
２
日
か
ら
日
本
赤
十
字

社
、
（
公
財
）
日
本
ユ
ニ
セ

フ
協
会
の
２
団
体
を
指
定
公

益
団
体
と
し
て
取
り
扱
い
を

開
始
し
た
。

　
今
回
、
山
中
伸
弥
・
京
都

大
学
教
授
が
理
事
長
を
務
め

る
「
（
公
財
）
京
都
大
学
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
財
団
」
を
、

同
特
約
の
指
定
公
益
団
体
に

追
加
し
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
実

用
化
に
よ
っ
て
再
生
医
療
の

普
及
を
目
指
す
同
財
団
の
活

動
を
支
援
す
る
。
な
お
、
す

で
に
契
約
時
に
「
社
会
貢
献

特
約
」
を
付
加
し
て
い
る
契

約
者
は
、
現
在
指
定
し
て
い

る
指
定
公
益
団
体
か
ら
、
同

財
団
へ
の
変
更
も
で
き
る
。

　
同
特
約
は
、
三
井
住
友
銀

行
を
保
険
募
集
代
理
店
と
す

る
「
通
貨
選
択
生
存
保
障
重

視
型
個
人
年
金
保
険
『
人
生

応
援
年
金
』
」
「
円
建
終
身

移
行
特
約
付
通
貨
選
択
利
率

更
改
型
終
身
保
険
『
し
あ
わ

せ
、
ず
っ
と
』
」
の
２
商
品

に
付
加
で
き
る
。

　（
公
財
）
京
都
大
学
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
研
究
財
団
は
、
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
の
製
造
や
品
質
評
価

な
ど
の
技
術
を
産
業
界
へ
と

「
橋
渡
し
」
す
る
機
能
を
担

う
た
め
、
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
研
究
所
（
Ｃ
ｉ
Ｒ
Ａ
）

か
ら
一
部
の
機
能
を
分
離
す

る
形
で
設
立
さ
れ
、
20
年
４

月
１
日
に
公
益
認
定
（
内
閣

府
）
を
取
得
し
た
。
理
事
長

は
12
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学

・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
山
中

教
授
が
務
め
て
お
り
、
「
最

適
な
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
技
術
を
良

心
的
な
価
格
で
届
け
る
」
と

い
う
理
念
を
掲
げ
活
動
し
て

い
る
。

　
損
保
ジ
ャ
パ
ン
は
、
㈱

Ｂ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
（
べ
ド

ア
）
が
提
供
す
る
「B

E

D
O
R
E

 C
on
v
ersat

ion

」
を
使
用
し
、
顧
客

か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
問
い
合
わ
せ

に
Ａ
Ｉ
が
自
動
応
答
を
行

う
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、
Ａ

Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
）
で

対
応
で
き
る
保
険
種
目
を

７
月
15
日
か
ら
拡
大
し

た
。

　
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

は
、
同
社
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
設
置
し
た
「
Ａ
Ｉ

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
起
動
ボ

タ
ン
」
か
ら
利
用
で
き

る
。
「B

E
D
O
R
E 

C
on
v
ersation

」
の

自
然
言
語
処
理
技
術
に
よ

り
、
「
子
ど
も
が
免
許
を

取
っ
た
が
、
自
動
車
保
険

の
変
更
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
」
と
い
う
よ
う
に
、

日
常
で
使
用
す
る
言
葉
で

質
問
を
入
力
す
る
と
、
自

動
応
答
エ
ン
ジ
ン
が
最
適

な
回
答
を
判
断
し
、
会
話

形
式
で
返
答
す
る
。
ま

た
、
問
い
合
わ
せ
内
容
が

複
雑
な
場
合
は
、
「
シ
ナ

リ
オ
型
対
話
機
能
」
に
よ

り
、
顧
客
が
求
め
る
情
報

の
候
補
を
複
数
提
示
し
、

顧
客
が
そ
の
中
か
ら
選
択

す
る
こ
と
で
回
答
を
絞
り

込
む
。
同
サ
ー
ビ
ス
は
今

年
１
月
か
ら
、
新
・
海
外

旅
行
保
険
【
ｏ
ｆ
ｆ
！
】

で
提
供
を
開
始
し
て
い
た

が
、
今
回
、
自
動
車
保

険
、
自
賠
責
保
険
、
火
災

保
険
、
特
約
火
災
保
険
に

も
対
象
を
拡
大
し
た
。

　
顧
客
が
同
社
に
問
い
合

わ
せ
る
際
、
こ
れ
ま
で
は

同
社
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ

ー
の
営
業
時
間
に
電
話
す

る
必
要
が
あ
り
、
日
中
時

間
の
と
れ
な
い
顧
客
に
不

便
を
掛
け
て
い
た
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対

策
と
し
て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
人
数
を
縮
小
し
た
た

め
、
電
話
が
つ
な
が
り
に

く
く
な
る
ケ
ー
ス
も
発
生

し
て
い
た
。
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
が
対
応
で
き
る

保
険
種
目
を
拡
大
さ
せ
る

こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
か
ら
「
24
時
間
３

６
５
日
」
顧
客
の
都
合
の

よ
い
時
間
に
問
い
合
わ
せ

る
こ
と
を
可
能
に
し
、
顧

客
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
。

　
同
社
で
は
、
「
お
客
さ

ま
の
安
心
・
安
全
・
健
康

に
資
す
る
最
高
品
質
の
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
」
の
実
現

を
目
指
し
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
積
極
的
な
活
用
等
に

よ
り
、
顧
客
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス

の
展
開
を
図
っ
て
い
く
と

し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
で「
24
時
間
３
６
５
日
」問
い
合
わ
せ
可
能
に

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
対
応
保
険
種
目
を
拡
大

　
宅
建
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区
、
近
藤
正
社
長
）

は
、
宅
建
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
１
０
０
％
子
会
社
の
少
額
短

期
保
険
業
者
と
し
て
、
７
月
１
日
か
ら
営
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

宅
建
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
持
株
会
社
と
な
り
、
傘
下
に
同
社

と
宅
建
フ
ァ
ミ
リ
ー
共
済
の
２
社
を
置
く
、
宅
建
フ
ァ
ミ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
を

形
成
す
る
。
「
宅
建
フ
ァ
ミ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
発
揮
し
、

よ
り
良
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
」
と
語
る
近
藤
社
長
に
、
会

社
設
立
の
狙
い
や
今
後
の
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

近
藤
正
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

グ
ル
ー
プ
の
シ
ナ
ジ
ー
発
揮

地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
組
織
体
制
構
築
へ

損保ジャパン

日
常
使
う
言
葉
で
質
問
で
き
る

近藤社長

宅建ファミリーパートナー

三井住友海上プライマリー生命 「
社
会
貢
献
特
約
」の
指
定
公
益
団
体

京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
財
団
を
追
加


